ASCC２０１２Kazan会議（2012/5/26-27）報告（山澤逸平）
Priority One: Regional Economic Integration　(REI)
1. Ippei Yamazawa, How can we strengthen APEC’s new IAP process toward 2020?
2. Erlinda Medalla, Managing the ASEAN economic integration process in the Philippines: Trade liberalization and facilitation and the ways forward
3. Barbara Stallings, Regional economic integration in East Asia: The role of ODA
4. Kaoru Nabeshima, K. Hayakawa and F. Kimura, Non-conventional provisions in regional trade agreements: Do they enhance international trade?
5. Kuboon Charumanee, ASEAN Economic Community 2015 and Its implication on APEC
6. Chenyang Liu, APEC needs to improve its financial market integration and collaboration.

7. Jose Rangel Delgrado, Labor migration and regional integration in Asia Pacific beyond the borders.

8. Sri Adiningsih, APEC needs to improve its financial market integration and collaboration.
9. Chen-Shen Ho, Analyzng the APEC process and future APEC goals.

1 は今年APEC21エコノミー全部が改定方式でIAPを提出し、今SOM,

、MRTがレビューしている。２０２０年までにボゴール目標（BG)をできる限り達成し、TPPやASEAN+がFTAAPに収斂するようもってゆくべき。SOMだけのレビュ＝に任せず、ASCメンバーも機密にモニターしよう。非拘束原則を変えずとも実効が上がるべく強化するようアドバイスしよう、と呼びかけ。強化の方向として、個別評価、残存障壁の明示、外部評価、MFNベースの自由化だけでなくFTA自由化も含める、を示唆した。豪、韓、中、インドネシア等積極的に支持してくれた。中はIAPは弱いと発言。
⑨は１９９４－２０１０年間のAPECプロセスを、先進メンバーは非拘束原則で自発的自由化円滑化で、各自弾力的に解釈した「BGを達成した」と総括。今後２０年間で残りメンバーが同じ方式でBGを達成しよう。それはインフォーマルFTAAP（拘束的協定なしの）であり、その段階で拘束方式に切り替えて、フォーマルFTAAPに移行すればよい、と示唆。しかし各自それぞれのBGでは自由化円滑化に大差があって、インフォーマルFTAAPになったとは言えまい。OAAは分野ごとに達成目標を定めており、非拘束とはいえ、それを達成するようピアプレッシャーをかけてゆくことを見落としている。①と同じ狙いを持っていながら、言葉の遊びに終わっている。
②③⑤⑥は東アジアのREIの現状分析。②はAEC　blue printの中期レビューの一環で、比での関税引き下げとsingle windowの実施について政府・企業への聞き取り調査の報告。③は日韓台中等の対ASEAN　ODAがいかに東アジアの統合に貢献しているかを分析。⑤はAEC2015のblue printを紹介、人的取組インフラ整備を説明したうえで、APECとの連携を紹介。⑥は日中韓の2001年からの経緯、共同研究報告の内容、そして３国FTA交渉開始合意まで紹介。
　⑦はREIでの労働移動の重要性を強調、APECはTF活動等を強化すべき。⑧はAPECのREIには金融統合が伴うが、金融市場の不安定が及ぼす危機に備えるべき。APECとしての取り組みが弱いと指摘。その通りだが、ASEAN+3がCMIからAMROまでいろいろ取り組んでいることに全く言及しないのはおかしい。
④はFTAの流行の中で競争政策、政府調達、紛争処理、知財権等の非伝統的条項が取り入れられることが目立つが、それが工業品貿易拡大効果を持つことを、世銀データを使いグラビティーモデルで検証。
Priority Two: Food Security

⑩Robert Scollay, Integrating regional food markets

ロシアの食料安全保障への取り組みは食物の安全、防疫検査、不法漁業まで含む広範だったが、⑩は食料供給への貿易の貢献に絞り、アジア太平洋（APEC諸国及び３８FTAでの穀物の自由化取決めを分析、不十分開放であると指摘。
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